
 

 

 

 

川内沢ダムでは，現在ダムサイトの位置やダム型式の確定に向けて，地質調査や検討を進めてい

ます。（ダムサイト：ダムを建設する敷地） 

ダムサイトを選定するにあたり，ダム建設予定地及び周辺の状況から，ダムを建設する際に最も

適した地形はどこであるか，ダムを建設する上で問題のない地質の構成や構造であるか，貯水池（ダ

ム湖）に水を溜めた際に影響するような地すべりはないかなど，様々な調査を行っております。 

現在調査している川内沢ダム建設予定地では，比較的堅硬な地盤が確認されており，想定してい

る重力式コンクリートダム建設において，地質上問題となるようなものは現時点で確認されており

ません。現在検討を進めている内容でダムサイト・ダム型式が確定した場合，同じ型式で規模も類

似している，払川ダム（南三陸町：平成２５年度完成）のように，豊かな自然とダム湖との新しい

景色を楽しむことができるようなダムが建設される予定です。 

ダムサイト・ダム型式の確定にあたり，これまで国及び専門機関（国土交通省国土技術政策総合

研究所及び独立行政法人土木研究所）と進めてきた協議も大詰めを迎えており，平成 27 年 3 月中

の確定に向けて，早期に調整が完了するよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

払川ダム正面写真 

 

 

 

 

 

 

 

                         払川ダム貯水池（田束湖）全体写真  

平成 27 年２月 18 日

発 行 宮城県河川課

（参考）払川ダム 

型式：重力式コンクリートダム 

堤高：３８．９ｍ 

堤長：９４．５ｍ 

堤体積：３２，０００m３ 

≪参考イメージ≫ 払川ダム 
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 川内沢ダムの建設に向け，関係する地権者及び住民の皆様に対し随時説明会を開催しております。 

 前号からさらに下記のとおり説明会を開催しており，今回は特に未国調の用地に関わる測量等に

ついて説明を行い，現地への立入りや，今後の立会い確認などの了承をいただきました。 

今後も事業の進捗にあわせ，定期的に開催する予定ですので，関係者の皆様方には事業の主旨を

ご理解頂き，何卒ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     川内中ノ沢集会所での説明会状況       愛島公民館での説明会状況 

 平成 26 年 12 月から，ダム事業区域内における未国調地の境界を確定するため，用地測量を実

施しております。 

 境界確定のためには，まず既存の法務局資料などを基に現地測量を行い，境界位置が復元可能な

箇所には仮杭を設置した後，隣接する地権者様が現地立会いのうえ，お互いにどこが境界であるか

確認する必要がありますので，関係地権者様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

境界確定フロー 

宮城県土木部 河川課 ダム整備班 

    TEL 022-211-3182  FAX 022-211-3196 

    E-mail kasen-da@pref.miyagi.jp 
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